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町
で
は
、
町
民
の
皆
様
に
町
財

政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
平

成
23
年
度
決
算
は
、
超
高
齢
化
社

会
の
進
行
で
医
療
福
祉
関
係
経
費

が
増
加
す
る
中
、
東
日
本
大
震
災

に
伴
い
、
災
害
復
旧
事
業
費
が
増

大
し
ま
し
た
。
収
入
で
は
自
主
財

源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
横
ば
い
で

　

平
成
23
年
度
那
珂
川
町
の
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
が
、

９
月
４
日
か
ら
９
月
12
日
ま
で
行
わ
れ
た
第
５
回
那
珂
川
町
議
会
定

例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
決
算
報
告

一
般
会
計
・
特
別
会
計
が
認
定

平
成
23
年
度
　
那
珂
川
町
の
健
全
化
判
断
比
率
を
公
表
し
ま
す
。

す
が
、
地
方
交
付
税
が
増
額
と

な
っ
た
た
め
、
歳
入
歳
出
と
も
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

が
95
億
４
，
７
５
６
万
１
，
２
５

１
円
で
前
年
度
に
比
べ
３
・
３
％

の
増
、
歳
出
が
86
億
８
，
６
０
９

万
７
，０
５
９
円
で
前
年
度
比
０
・

３
％
の
増
と
な
り
、
差
引
額
は

８
億
６
，
１
４
６
万
４
，
１
９
２

円
。
こ
の
う
ち
繰
越
明
許
費
繰
越

額
２
，
９
５
２
万
５
千
円
を
差
し

引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
８
億
３
，

１
９
３
万
９
，
１
９
２
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
つ
の
特
別
会
計
の
合

計
額
は
歳
入
が
49
億
３
，
２
０
８

万
８
４
３
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

８
・
１
％
の
増
、
歳
出
は
47
億
３

２
８
万
９
１
４
円
で
前
年
度
比

８
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
で
は
、
資
本
的

収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足

す
る
９
，
５
７
２
万
８
，
６
０
６

円
は
、
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収

支
調
整
額
、
建
設
改
良
積
立
金
等

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
地
方
交

付
税
、
町
税
、
国
県
支
出
金
及
び

臨
時
財
政
対
策
債
や
過
疎
対
策
事

業
債
等
の
地
方
債
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
依
存
財
源
と
自
主
財
源
の

構
成
比
は
、
そ
れ
ぞ
れ
68
・
９
％
、

31
・
１
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
の
第
一
は
、

民
生
費
で
、
こ
ど
も
手
当
支
給
事

業
費
の
ほ
か
、
福
祉
団
体
等
へ
の

支
援
、
各
種
の
福
祉
事
業
で
あ
り

ま
す
。
第
二
は
総
務
費
で
、
地
域

公
共
交
通
の
確
保
と
し
て
の
デ
マ

ン
ド
交
通
事
業
費
や
、
被
災
し
た

庁
舎
の
修
繕
解
体
工
事
費
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
の
ほ
か
、
総
務
管
理
費
等
な
ど

が
主
な
も
の
で
す
。
第
三
は
教
育

費
で
、
各
小
中
学
校
図
書
室
の
空

調
設
備
設
置
工
事
な
ど
の
施
設
整

備
事
業
の
ほ
か
、
学
校
教
育
や
社

会
体
育
の
振
興
に
要
し
た
経
費
が

主
な
も
の
で
、
第
四
は
公
債
費
と

な
り
ま
し
た
。

○
健
全
化
判
断
比
率
と
は
？

　

財
政
破
た
ん
団
体
が
出
る
の
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
一

般
会
計
と
一
部
の
特
別
会
計
の
み

で
判
断
し
て
い
た
財
政
指
標
を
、

地
方
公
共
団
体
の
全
会
計
だ
け
で

な
く
、
公
社
や
第
三
セ
ク
タ
ー
の

決
算
と
も
連
結
さ
せ
判
断
す
る
新

し
い
財
政
指
標
で
す
。
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
き
、
平
成
23
年
度
決

算
に
か
か
る
財
政
指
標
（
健
全
化

判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
）

を
公
表
し
ま
す
。
公
表
す
る
こ
と

に
な
る
の
は
、
実
質
赤
字
比
率
、

連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債

費
比
率
、
将
来
負
担
比
率
の
４
指

標
と
資
金
不
足
比
率
で
す
。

○
判
断
基
準
は
？

　

財
政
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も

「
早
期
健
全
化
基
準
」
を
上
回
れ

ば
黄
色
信
号
。「
財
政
健
全
化
計

画
策
定
」、「
外
部
監
査
」
等
の
導

入
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
財
政
赤
字
が
さ
ら

に
進
み
「
財
政
再
生
基
準
」
を
上

回
る
と
赤
信
号
。「
財
政
再
生
計

画
策
定
」
及
び
「
計
画
に
つ
い
て

の
国
の
同
意
」、「
地
方
債
の
制
限
」

等
、
国
の
監
視
下
に
置
か
れ
、
町

の
事
業
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
結
果

的
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ

な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
那
珂
川
町
の
状
況
は
？

　

平
成
23
年
度
決
算
に
基
づ
き
算

定
さ
れ
た
那
珂
川
町
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、

別
表
の
と
お
り
す
べ
て
国
の
基
準

値
以
下
と
な
る
と
と
も
に
、
前
年

度
数
値
を
下
回
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
健
全
化
法
上
は
「
健
全
」

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
税
収

入
が
少
な
く
、
地
方
交
付
税
へ
の

依
存
度
が
高
い
財
政
状
況
で
あ
る

こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
継
続
的

な
行
財
政
改
革
の
推
進
を
図
り
、

健
全
財
政
の
運
営
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
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一
般
会
計
の
概
要　
　
　
　
　

コミュニティバス「馬頭烏山線」
※会計毎に万円単位に端数調整しています。

特別会計・公営企業会計
　　　　 区　 分
会 計 名　　　　

決　　　　算　　　　額

 歳　　　入  歳　　　出 差　　　引

ケーブルテレビ事業 3億7,643万円 3億6,493万円 1,150万円

国 民 健 康 保 険 23億3,613万円 21億8,329万円 1億5,284万円

後 期 高 齢 者 医 療 1億7,192万円 1億6,635万円 557万円

介 護 保 険 14億3,596万円 13億9,780万円 3,816万円

下 水 道 事 業 3億2,301万円 3億1,227万円 1,074万円

農業集落排水事業 4,743万円 4,578万円 165万円

簡 易 水 道 事 業 2億4,118万円 2億3,286万円 832万円

合　　　　　 計 49億3,206万円 47億328万円 2億2,878万円

水道事業
収益的収支 2億2,962万円 1億9,413万円 3,549万円

資本的収支 8,693万円 1億8,266万円 △9,573万円

 指　　　　標 那珂川町 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 －  14.35％ 20.00％

連 結 実 質 赤 字 比 率 － 19.35％ 30.00％

実 質 公 債 費 比 率 10.0％ 25.0％ 35.0％

将 来 負 担 比 率 17.3％ 350.0％  
※実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－（該当なし）」で表示しています。

特　別　会　計　等 那珂川町 　経営健全化基準

水道事業会計

下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

簡易水道特別会計 

－

－

－

－

20.00％

※資金不足比率がない会計は「－（該当なし）」で表示しています。

健　全　化　判　断　比　率

資　金　不　足　比　率

歳 入

歳入決算額
95億4,756万円

町税
20億1,102万円
（21.1%）

諸収入
2億7,603万円
（2.9%）

繰越金
3億2,445万円
（3.4%）

分担金及び負担金
1億5,054万円
（1.6%）

使用料及び手数料
1億2,457万円
（1.3%）

財産収入
3,795万円
（0.4%）
繰入金
3,547万円
（0.4%）

寄附金
1,025万円（0.1%）

地方交付税
40億2,237万円
（42.1%）

県支出金
7億9,366万円
（8.3%）

県支出金
7億9,366万円
（8.3%）

町債
7億611万円
（7.4%）

町債
7億611万円
（7.4%）

国庫支出金
6億3,046万円
（6.6%）

地方消費税交付金
1億6,918万円
（1.8%） その他

1億4,637万円（1.5%）

地方譲与税
1億913万円（1.1%）

自主財源（31.1％）
依存財源（68.9％）

歳 出

歳出決算額
86億8,610万円

人件費
17億7,635万円
（20.4％）

繰出金
12億3,316万円
（14.2％）

補助費等
11億3,572万円
（13.1％）

物件費
10億6,615万円
（12.3％）

公債費
10億6,466万円
（12.3％）

普通建設費
8億8,645万円
（10.2％）

万円2449万246億6 924949496 249万円6億6 96億
扶助費
6億6,249万円
（7.6％）

積立金
2億7,544万円（3.2％）

災害復旧費
3億9,642万円
（4.6％）

維持補修費
6,446万円
（0.7％）

貸付金
1億2,480万円（1.4％） 

歳出決算額
86億8,610万円

民生費
20億382万円
（23.1％）

総務費
13億3,125万円
（15.3％）

公債費
10億6,466万円
（12.3％）

教育費
11億1,088万円
（12.8％）

億2,176万円7億億2 176万円
（8.3％）（（8 3％）

260万円億11,216億 606 260万円66億 2606 0万億

万円8898万5億9 8899 899 円5億 85億9 898億9 898万億

衛生費
7億2,176万円
（8.3％）

土木費
6億1,260万円
（7.0％）

消防費
5億9,898万円
（6.9％）

農林水産業費
4億1,815万円
（4.8％）

商工費
3億1,183万円（3.6％）

災害復旧費
3億9,642万円
（4.6 ％）

議会費
1億1,575万円（1.3％）

目的別性質別
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３億516万円

1,787万円

1億2,138万円

3億3,234万円

3億9,760万円

4,111万円

２億2,752万円

8,328万円

1,808万円

2,098万円

1,007万円

4,921万円

823万円

1億4,323万円

1億1,970万円

6,874万円 446万円

1,411万円 5,248万円

3,959万円

1,815万円

6,870万円

2,032万円

7,000万円

１億6,069万円

1,085万円

3,125万円

3,012万円

4,408万円

736万円

２億3,000万円

２億8,379万円

2,527万円

１億7,966万円

89万円

3,596万円

２億3,523万円

3,600万円

3,436万円

１億5,312万円

4,797万円

48万円

１億7,824万円

7,080万円

公共交通確保対策事業

とちぎの元気な森づくり事業

中小企業振興資金事業

地籍調査推進事業

消防管理運営費（常備消防を含む）

馬頭小学校施設整備費

農林水産施設災害復旧費

公共土木施設災害復旧費

厚生施設災害復旧事業費

図書館移転改修事業

観光施設災害復旧費

教育施設災害復旧費

その他公共施設災害復旧事業費

町道改良舗装事業

屋外拡声装置整備事業

馬頭東小学校施設整備費 国際交流事業費

小川小学校施設整備費 体育施設維持管理費

地方道路交付金事業　

町営住宅等管理費

町災害復旧等支援金事業

商工業振興費

林業・木材産業構造改革事業

障害者福祉サービス事業

母子保健衛生事業

中山間地域等直接支払交付事業

健康増進事業

予防接種費

太陽光発電等設備導入事業

1. 総　務　費

５．商　工　費

６．土　木　費

７．消　防　費

８．教　育　費

９．災害復旧費 東日本大震災及び平成23年9月に発生した台風15号により被害を受けた農地・施設等の災害復旧事業を実施しました。

２．民　生　費

３．衛　生　費

４．農林水産業費

ケーブルテレビ事業特別会計繰出金

こども手当支給事業

こども医療費

国民健康保険特別会計繰出金

まちづくり諸費

戦略作物生産拡大関連基盤
緊急整備事業

後期高齢者医療給付費負担金

災害廃棄物処理業務費

県単農業農村整備事業

ごみ収集対策事業

し尿処理対策事業

学官連携事業

介護保険特別会計繰出金

介護福祉施設等整備事業

平成23年度　主な事業と決算額 （一般会計）

　デマンドタクシー「なかちゃん号」の実証運行を継続し
て実施するほか、JR バスの廃止に伴い、那須烏山市と共同
でコミュニティバス「馬頭烏山線」の運行を開始しました。

　とちぎの元気な森づくり県民税の交付を受け、里山の整
備（16 箇所）、里山の管理（７箇所）を実施しました。

　地元中小企業の振興策として、融資制度の利用促進を図
りました。

　土地の実態を正確に把握するため、馬頭地区、和見地区
の地籍調査事業を実施しました。

　町民の安全と財産を守るため、消防、防災活動の充実に
努めました。

駐車場、図書館空調設備、非常階段等を整備、修繕しました。

　農地14件、農業用施設27件、林道16件、林業施設3件、町
単災89件等

道路19件、河川2件等

小川総合福祉センター災害復旧事業

小川図書館の移転改修、馬頭図書館の改修事業を実施しました。

ふるさとの森、観光センター、青少年旅行村等

小学校26件、中学校20件、幼稚園1件等

消防車庫6件等

　一渡戸大鳥線、上川原線はじめ 15 路線を、生活基盤の充実、
安全で安心して利用できる車道、歩道として整備しました。

　災害時等の緊急体制を充実させるため、屋外拡声装置整
備事業を実施しました。

　体育館耐震補強大規模改修工事、図書館空調設備工事を
実施しました。

　国際社会への対応と、国際理解を深めるため海外体験学
習等の事業を実施しました。

図書館空調設備、鉄棒等を整備、修繕しました。 スポーツの普及と振興を図るため、体育施設の維持管理をしました。

　国の交付金を利用して、町道日向線の改良舗装事業を実
施しました。

　町営・町有住宅の維持管理を行い、良好な居住環境の整
備に努めました。

　東日本大震災にて被災した家屋等の復旧支援のため、災
害復旧等見舞金を支給しました。

商店活性化事業、景気対策事業等について支援しました。

緊急雇用創出事業に
より編集・発行され
た、那珂川町を対象
エリアとする旅行情
報誌「るるぶ」

　林業振興を図るため、県北木材協同組合への施設整備補
助を交付しました。

　障害者の自立更正を推進するため、障害者福祉サービス
事業や医療費助成、見舞金の給付、補装具の給付等を積極
的に実施しました。

　母子の一貫した健康管理を目指し、健康教育・相談及び
各種検診を実施しました。

　農地保全を目的に集落協定を結んだ集落へ、交付金を交
付しました。

　町民の健康水準の向上を図るため、健康づくり及び疾病
予防対策事業を実施しました。

　高齢者に対するインフルエンザ、肺炎球菌予防接種のほ
か、小児肺炎球菌、子宮頸がん、日本脳炎等の予防接種の
対策を実施しました。

　地球温暖化対策、省エネルギーエコ生活の推進を図るため
太陽光発電等の設備導入に対して補助制度を導入しました。

　ケーブルテレビ施設の適正な維持管理及び情報通信サー
ビス提供の充実のため特別会計に繰出ししました。

　中学 3 年生までの児童・生徒を養育している方に対して
こども手当を支給しました。

　中学 3 年生までの子どもに対して医療費の助成を行いました。

　国民健康保険特別会計へ、保険基盤安定費、出産一時金、
財政安定化支援事業費等を繰出金として支出しました。

　地域住民の協働によるまちづくりの推進のため、地域版
プラットホーム事業等を実施しました。

　三輪地区の水路工事、板山地区の農業用揚水機工事を実
施しました。

　後期高齢者医療広域連合への給付費負担金を支出しました。

　東日本大震災により発生した、瓦や木材等のガレキの処
理をしました。

　小口地区の農道整備事業、小川豆田地区のかんがい排水
整備事業を実施しました。

　ゴミの分別収集とリサイクルに取り組むために、適正な
廃棄物収集事業を実施しました。

　南那須地区広域行政事務組合衛生センターのし尿処理負
担金を支出しました。

　相互友好協定を締結している宇都宮美術学院メディア
アーツ専門学校のほか、国士舘大学との文化財収集保存で
の学官連携事業を実施しました。

　介護保険特別会計へ、介護給付費、地域支援事業及び、
事務費として繰出金を支出しました。

　旧谷川小学校を介護施設として整備するため交付金を支
出しました。

商　工　費 農林水産業費 衛　生　費 民　生　費 総　務　費 議　会　費
町
民
一
人
当
り

の
費
用
　
　
　16,605円 22,267円 38,434円 106,705円 70,890円 6,164円

合　　　計 公　債　費 災害復旧費 教　育　費 消　防　費 土　木　費
町
民
一
人
当
り

の
費
用
　
　
　462,543円 56,695円 21,110円 59,155円 31,896円 32,622円

県北木協の製材施設 整備された水路（三輪）

旧谷川小学校を利
用した介護施設

東日本大震災のガレキを処理しました

4,386万円緊急雇用創出事業
国の経済対策の一環で、緊急に地元雇用の創出を図りました。
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⑵ 那須塩原市及び那須町から転入された方
　一般的に、前住所地において栃木県知事選挙及び栃木県議会議員（那須塩原市・那須町選挙区）補欠選挙の
投票をすることができます。

⑶ ⑴⑵以外の県内の市町から転入された方
　一般的に、前住所地において栃木県知事選挙の投票をすることができます。
⑷ 県外の市区町村から転入された方
　知事選挙、栃木県議会議員補欠選挙ともに投票をすることはできません。

詳しくは、那珂川町選挙管理委員会（☎０２８７－９２－１１１１）までお問い合わせください。

　『投票で　あなたがつくる　明るいとちぎ』

※「引き続き栃木県の区域内に住所を有する旨の証明書」について
・役場住民生活課戸籍住民係の窓口で発行(無料)しますので、この証明書を前住所地の投票所の受付に
提示してください。
・前住所地で期日前投票、不在者投票を行う場合や投票用紙等の請求の手続きをする場合にもこの証明
書が必要となります。

栃 木 県 知 事 選 挙

投票所入場券について

告　示　日　　平成24年11月１日（木）
投　票　日　　平成24年11月18日（日）  午前７時～午後８時
期日前投票　　平成24年11月２日（金）～平成24年11月17日（土）　午前８時30分～午後８時
　　　　　　　・山村開発センター（馬頭期日前投票所）
　　　　　　　・小 川 公 民 館（小川期日前投票所）

　昨年４月の栃木県議会議員選挙から、投票所入場券を「はがき型」で送付していますので、次の点にご注意ください。
・はがき１通につき、２名分の入場券になります。（圧着式ですので、はがして使用してください）
・３名以上の世帯には２通以上のはがきが送付されます。（５人世帯の場合は３通送付されます）
　※死亡等により封書にて送付する場合もあります。
・投票所入場券が届きましたら、早めに中身をご確認ください。
・投票の際には、１枚ずつ切り離して、必ずご自分の入場券をお持ちください。

※投票日当日、仕事や旅行等で投票できない方は、期日前投票ができます。
※病院や施設に入院入所中の方は、不在者投票ができます。
※選挙公報は、新聞折込のほか、役場等公共施設窓口に備え置きます。

　栃木県議会議員補欠選挙は、小山市・野木町選挙区及び那須塩
原市・那須町選挙区の2カ所です。
　栃木県知事選挙及び栃木県議会議員補欠選挙は、来る11月18日
に投票が行われますが、平成24年７月以降に那珂川町に転入され
た方は、次のことに注意してください。
１　本年7月31日以前に那珂川町に転入届をされた方
　那珂川町において、栃木県知事選挙の投票をすることができ
ます。
２　次の区域から住所を移し、本年8月1日以降に転入届をされた方
　⑴⑵⑶に該当する方が前住所地において投票をする際には、
「引き続き栃木県の区域内に住所を有する証明書※」を投票所の
受付で提示する必要があります。
⑴ 小山市及び野木町から転入された方
　一般的に、前住所地において栃木県知事選挙及び栃木県議会議員（小山市・野木町選挙区）補欠選挙の投
票をすることができます。

栃木県知事選挙及び栃木県議会議員補欠選挙
における転入者の投票

料金後納
郵　便

郵　便　は　が　き

平成24年11月18日執行

栃木県知事選挙投票所入場券
〒324-0692 栃木県那須郡那珂川町馬頭409番地

電話 0287（92）1111
那珂川町選挙管理委員会

入場券は中にあります。裏面のご案内もお読みください。
ここから開封し、切り離して持参してください。 ▼ ▼ ▼ ▼

（選挙人氏名）
（選挙人氏名）

様
様

栃木県知事選挙投票所入場券
選　挙　人　名　簿　番　号

頁 番

住　　　 所

氏　　　 名

あ　  な　  た　  の　  投　  票　  所

投　票　の　日　時

平成　　年　　月　　日（日）
午前７時から
午後８時まで

投 票 区

様
性  別 性  別

到　  着　  番　  号

１　投票日には、本券を投票所に持参してください。
２　本券を紛失、又は忘れた場合は、投票所で係員
　に申し出てください。
３　投票当日投票資格のない人は、入場券があって
　も投票できません。

平成24年11月１日
那珂川町選挙管理委員会

栃木県知事選挙投票所入場券
選　挙　人　名　簿　番　号

頁 番

住　　　 所

氏　　　 名

あ　  な　  た　  の　  投　  票　  所

投　票　の　日　時

平成　　年　　月　　日（日）
午前７時から
午後８時まで

投 票 区

様

到　  着　  番　  号

１　投票日には、本券を投票所に持参してください。
２　本券を紛失、又は忘れた場合は、投票所で係員
　に申し出てください。
３　投票当日投票資格のない人は、入場券があって
　も投票できません。

平成24年11月１日
那珂川町選挙管理委員会

324-0092
那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　太郎
那珂川　花子

那珂川　太郎　　　　　　様方

○○

○

24 11 18

○　○　○　○

那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　太郎 男

○○ ○○

○

24 11 18

○　○　○　○

那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　花子 女

○○

選　挙

ゆっくりと
はがして
広げてください

切り離して
ご自分の入場券を持って
投票所へ来てください

栃木県知事選挙投票所入場券
選　挙　人　名　簿　番　号

頁 番

住　　　 所

氏　　　 名

あ　  な　  た　  の　  投　  票　  所

投　票　の　日　時

平成　　年　　月　　日（日）
午前７時から
午後８時まで

投 票 区

様
性  別 性  別

到　  着　  番　  号

１　投票日には、本券を投票所に持参してください。
２　本券を紛失、又は忘れた場合は、投票所で係員
　に申し出てください。
３　投票当日投票資格のない人は、入場券があって
　も投票できません。

平成24年11月１日
那珂川町選挙管理委員会

栃木県知事選挙投票所入場券
選　挙　人　名　簿　番　号

頁 番

住　　　 所

氏　　　 名

あ　  な　  た　  の　  投　  票　  所

投　票　の　日　時

平成　　年　　月　　日（日）
午前７時から
午後８時まで

投 票 区

様

到　  着　  番　  号

１　投票日には、本券を投票所に持参してください。
２　本券を紛失、又は忘れた場合は、投票所で係員
　に申し出てください。
３　投票当日投票資格のない人は、入場券があって
　も投票できません。

平成24年11月１日
那珂川町選挙管理委員会

○○

○

24 11 18

○　○　○　○

那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　太郎 男

○○ ○○

○

24 11 18

○　○　○　○

那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　花子 女

○○

料金後納
郵　便

郵　便　は　が　き

平成24年11月18日執行栃木県知事選挙投票所入場券〒324-0692 栃木県那須郡那珂川町馬頭409番地

電話 0287（92）1111

那珂川町選挙管理委員会
入場券は中にあります。裏面のご案内もお読みください。
ここから開封し、切り離して持参してください。 ▼ ▼ ▼ ▼

（選挙人氏名）
（選挙人氏名） 様

様

324-0092
那珂川町
馬頭４０９番地

那珂川　太郎那珂川　花子

那珂川　太郎　　　　　　様方

選　挙

　町の行政全般について、町民の皆様から広くご意見、
ご要望をお聞きし、町政に反映させ、町民参加の町づく
りを推進するため、下記の日程で「町政（まちづくり）
懇談会」を開催します。
　なお、町からは「庁舎建設基本構想の概要」や「地域
振興とバイオマス計画」などについて概要を説明させて
いただき、それらにつきましても、計画や実行に反映さ
せるため、ご意見・ご要望をお聞きします。
　町民の皆様のご参加をお願いします。

み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
に
！

町
政（
ま
ち
づ
く
り
）懇
談
会

開 催 日 曜日 時間 会　　　       場 行　政　区　名

10月17日 水

午
後
７
時
～
午
後
９
時

馬頭総合福祉センター研修室
新町、室町、南町、田町第１、田町第２、
田町第３、田町第４

10月18日 木 馬頭総合福祉センター研修室 片根、北向田、久那瀬
10月22日 月 多目的健武集会所 健武
10月23日 火 矢又農村活性化施設 矢又
10月26日 金 多目的和見集会所 和見
10月30日 火 小口農村活性化施設 小口
11月1日 木 馬頭南保育園遊戯室 松野、富山
11月5日 月 谷川体育館 盛泉、谷川
11月6日 火 馬頭東小学校体育館 大内、大那地

11月12日 月 大山田体育館 大山田下郷、大山田上郷
11月14日 水 小砂地区コミュニティセンター 小砂
11月15日 木 小川総合福祉センターすこやか共生館 小川第１、小川第２
11月20日 火 小川総合福祉センターすこやか共生館 小川第３、小川第４、小川第５
11月22日 木 小川南小学校ランチルーム 小川第６、小川第７、小川第８
11月27日 火 小川中学校ランチルーム 小川第９、小川第10、小川第11
11月29日 木 薬利小学校体育館 小川第12、小川第13、小川第14
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姉
妹
都
市
中
学
生
交
流
事
業

　

８
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
の
４
日
間
、

町
内
の
中
学
１
年
生
12
名（
馬
頭
中
６
名
、

小
川
中
６
名
）
が
姉
妹
都
市
で
あ
る
滋
賀

県
愛
荘
町
を
訪
問
し
、
愛
荘
町
の
中
学
生

11
名
（
秦
荘
中
５
名
、
愛
知
中
６
名
）
と

交
流
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
で
は
、
昨
年
の
東
日
本
大

震
災
で
の
当
町
の
被
害
の
状
況
や
復
興
の

現
状
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
大
き
な
目
的

の
一
つ
に
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒

一
人
一
人
が
震
災
時
に
体
験
し
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
を
伝
え
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
自
分
に
は
何
が
で
き
る
か

な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
愛
荘
町
の
中

学
生
か
ら
は
、「
地
震
が
ひ
ど
い
こ
と
が

分
か
っ
た
」「
実
際
に
自
分
の
身
に
起
こ
っ

た
ら
大
変
だ
と
思
う
」
な
ど
の
感
想
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
剛
苑
で
の
藍
染
め
体
験
や
彦

根
城
の
見
学
な
ど
、
愛
荘
町
の
文
化
や
歴

史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
学
校
の
見
学
で
は
、
自
分
達
と
同
じ

中
学
１
年
生
が
ど
ん
な
環
境
で
生
活
し
て

い
る
か
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
進
ん
だ
校
内
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
設
備
に
と

て
も
驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

被
災
体
験
発
表
で
は
、
自
宅
が
地
震
の
影

響
で
約
５
日
間
断
水
し
た
た
め
、
不
自
由
な

生
活
に
辛
い
思
い
を
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。
今
振
り
返
っ
て
み
る
と
節
電
の
こ
と

や
食
料
不
足
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
伝
え
た
い

こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

私
た
ち
も
決
し
て
忘
れ
ず
、
ず
っ
と
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　

小
川
中　

田
代
智
南
さ
ん

　

金
剛
輪
寺
で
座
禅
と
茶
道
を
体
験
を
し
ま

し
た
。
座
禅
は
、
す
ぐ
に
足
が
し
び
れ
て
し

ま
い
背
中
を
叩
か
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
茶

道
は
お
じ
ぎ
な
ど
の
作
法
を
教
え
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

被
災
体
験
発
表
で
は
、
愛
荘
町
の
方
か
ら

「
色
々
大
変
で
し
た
ね
。
今
後
よ
り
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
も
ら
い

ま
し
た
。　
　
　

馬
頭
中　

佐
藤
優
輝
さ
ん

　

生
徒
た
ち
は
、
初
め
て
訪
れ
た
愛
荘
町
で
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
交
流
を
通
し
て
新
た
な
友
情
を
は
ぐ

く
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　国体のアーチェリー競技開催
の縁で昭和56年から旧馬頭町
と旧秦荘町が姉妹都市となりま
した。その後両町のスポーツ少
年団や消防団、町議会などが交
流を深め、20年以上に渡り信
頼と友情を培ってきました。両
町はそれぞれ合併し新たな町と
して誕生しましたが、交流は継
承することとなり、平成19年
に改めて姉妹都市提携、災害時
相互応援協定を締結し現在に至
ります。

　平成18年に秦荘町と愛知川町
が合併して誕生。滋賀県の中央
部に位置し、東西約13ｋｍ、南
北約6.9ｋｍ、総面積37.95㎢。
鈴鹿の山麓から西に広がる洪積
丘陵と扇状地が湖東平野の一部
を形成し、南には一級河川宇曽
川や岩倉川が流れ、古くから水
との関わりが深く、田畑が全体
の4割を占めます。
人口20,133人、世帯数6,751世帯。
（平成22年国勢調査より）

滋賀県愛
え

知
ち

郡
ぐん

 愛
あい

荘
しょう

町
ちょう愛荘町との関係

開会セレモニーでの記念写真（愛荘町泰荘庁舎）
開会セレモニーで代表あいさつ（馬頭中　茅根郁生君）写真を使って被災体験を発表

金剛輪寺にて座禅体験 金剛苑での藍染め体験琵琶湖遊覧船にて

主な日程

1 日目 那珂川町小川庁舎出発→秦荘庁舎→開会セレモニー→交流→秦荘中見学

2 日目 愛知中見学→座禅・お茶体験→カレー作り→被災体験発表→藍染体験

3 日目
琵琶湖遊覧（竹生島）→彦根城見学→キャッスルロード→お別れセレモニー
→近江上布伝統産業会館見学

4 日目 秦荘庁舎出発→那珂川町小川庁舎到着・解散式

琵琶湖

愛荘町

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 

☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

就業規則･労働社会保険手続･労務管理･年金相談
遺言･相続相談･離婚相談･行政手続･各種許認可①バスツアー：11月11日（日）　8時30分集合

　・大田原、那須塩原、那珂川の３ルートで実施
　・参加費1,000円　・各ルートとも先着25名まで
②写真の投稿を募集：10月20日～11月25日
　・写真の投稿により、オリジナル記念品をプレゼント
【問い合わせ】（社）那須野ヶ原青年会議所

（渡辺真裕：080-4674-5350）
URL：http://www.nasunogahara-jc.com

　　　　来て！ 見て！ 発見！
　　　　　地元のイイトコselection!

大田原市　
那須塩原市
那珂川町



1011 広報なかがわ　平成24年10月10日広報なかがわ　平成24年10月10日

子育て支援センター わかあゆわかあゆ

◆センターは、
0歳から就学前のお
子さん、おかあさ
ん、おうちの方が
一緒に遊ぶところ
です。ママ友との
交流・情報交換・
子育て相談の場と
して利用してくだ
さい。

利用日時
月曜日～金曜日
9:00～17:00

☆みんなの子育てひろば　
○きらきらベビークラス（０歳児）
　１１月は、フットバスと首＆肩のハンドセラピー体験。頑張るた
めには息抜きも必要。赤ちゃんと少し離れて自分のケアをしませ
んか。
　日時：１１月６日（火）１０時～１１時３０分
　内容：「わたしのごほうび時間。～フットバスでリラックス～」
○ぴかぴかキッズクラス（１歳～就学前児）
　親子でハロウィンのお菓子作りをしませんか？広い調理室で思
い切り汚しても大丈夫！みんなで料理と試食を楽しもう！
　日時：１０月２３日（火）１０時～１１時３０分
　内容：「一緒におやつを作ろう～ハロウィンおやつ作り～」
　料金：材料費１００円

☆マタニティクラス～ハローベビー！～
　11月は、大好評のマタニティヨガです。安産、リ
ラックス、体調を整えるなどの効果が期待でき、マ
タニティのための特別プログラムです。
先着20名となります。
　日　時：11月14日（水）10時～11時30分
　内　容：「マタニティヨガ」
　講　師：益子篤子さん（ヨガインストラクター）
　持ち物：母子手帳

※全て事前申し込みが必要となります。
　たくさんのご参加おまちしています。
■お問い合わせ・参加のお申し込み　　
健康管理センター　☎0287－92－1188

☎0287－96－5223

☎0287－92－1188健康管理センターからのお知らせ

　ママ達とおしゃべりをしながらゆったりと過ごしませんか？お子様には、いろいろな遊びや友達に興味や関
心を持つきっかけとなり、遊んだ後は「みんなのおもちゃだから片付けようね｣と声をかけることで、物を大
切にする気持ちが芽生える機会となります。是非遊びに来てください。

☆人形劇観劇会☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日　時：10月18日（木）10:00～11:00（9:50センター集合）
場　所：わかあゆ保育園遊戯室(観劇中はセンターを閉館します。)
内　容：「きんたろう」　劇団「くぐつ」
観劇料：500円前後（参加人数によりますのでご了承ください。）
申し込み：10月17日(水)までに申し込みください。

☆親子でリトミック☆　　　　　　
日　時：10月24日(水)　10:00～11:00
講　師：湊　万里子さん
申　込：10月19日(金)まで

☆ベビーマッサージ☆　　　　　　　　
日　時：11月7日(水)　10:30～
講　師：湊　万里子さん
対象児：2ヶ月～ハイハイ時期までのお子さん
申　込：11月2日(金)まで

☆親子で３Ｂ体操を楽しもう☆　　　
日　時：11月14日(水) 10:00～11:00　　
講　師：屋代美代子さん
持ち物：汗拭きタオル・お茶
申　込：11月９日（金）まで

「児童館」
10月16日～11月15日

のお休み
開館時間

午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

※11月からは開館が午後４時までになります。

たのしい絵本と紙しばいの会

なかよしひろば

なかよしひろば

戸外で遊ぼう

チャレンジクッキング

生け花教室

生け花教室

ＪＶＣのおはなし会

高校生ボランティアのおはなし会

小川おはなし会

読　書　会

婦人ボランティアのおはなし会

・10月18日（木）午前10時30分～
・11月  1日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。

・10月25日（木）午前10時～　　　　　
「袋であそぼう」
・参加申し込み　10月20日（土）まで

・１１月８日（木）午前10時～　　　　　
  「動くおもちゃで遊ぼう」　簡単な制作です。
・参加申し込み　11月５日（月）まで

・10月27日（土）午前10時～
　「グライダーをとばそう」
・参加申し込み　10月23日（火）まで

・11月10日（土）午前10時～
　「米粉のどら焼き」他
　栃木県女性農業士会の方が教えてくれます
　大人の方も一緒にどうぞ！
・参加費　100円
・参加申し込み　11月6日（火）まで

・10月20日（土）午後１時30分～
　花代　７00円
・参加申し込み10月17日（水）まで

・11月10日（土）午後１時30分～　　　
・花代　７00円
・参加申し込み　10月17日（水）まで

・10月20日（土）午後２時～
・場所　小川図書館 絵本コーナー

ジュニアボランティアクラブの方たちが、たのしい
紙しばいや絵本を読んでくれます。おはなしの後は、
折り紙でねずみちょろちょろを作りましょう。

・10月21日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　馬頭高校ボランティア部の方たちが、たのしい紙

しばいや絵本を読んでくれます。おはなしの後
は、虹を見ようを作ります。

・11月10日（土）午前10時30分～
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし

の絵本や紙しばいを読んでくれます。おはなしの
後は、おもしろ糸電話を作ります。

・11月14日（水）午後１時30分～
・場所　馬頭図書館　視聴覚室
　テキスト「人間はすごいな」 日本エッセイストクラブ／編
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

　10月27日から11月９日まで、
第66回読書週間です。
今年の標語は、「ホントノキズナ」です。
ぜひ図書館にお越しください。

第66回読書週間のお知らせ

・11月10日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなし

の絵本や紙しばいを読んでくれます。おはなしの
後は、折り紙でかわいいうさぎを作ります。

馬頭図書館・小川図書館の休館日
（10月16日～11月15日）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日
10月22日（月）、10月29日（月）、
10月31日（水）、11月３日（土）、
11月５日（月）、１１月12日（月）

１０月19日（金）、10月26日（金）、
１０月31日（水）、11月２日（金）、
１１月3日（土）、11月９日（金）

日 月 火 水 木 金 土
10/16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 11/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

　昔話の世界に我を
忘れて見入ってしま
う人形劇、舞台の素
晴らしさをぜひ親子
で楽しみましょう。

　お子さんの夜泣きや便秘等でお
困りの方、ベビーマッサージで解
消しませんか？
　スキンシップの大切さを体験し
ましょう。

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

８
千
円　
　

匿
名
（
４
５
５
回
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

２
万
円　

　
　

益
子
和
弘
様
（
健
武
56
回
）

５
万
円 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
夏
の
Ｉ
Ｓ

　
　

ホ
ー
ム
祭
り
様

○
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
費
へ

１
万
円　

匿
名

○
図
書
館
へ

図
書
「
赤
ち
ゃ
ん
の
モ
チ
ー
フ

ニ
ッ
ト
」
他
４
冊　

　
　
　
　

佐
原
敏
子
様
（
小
川
）

図
書
「
野
州
麻
の
生
産
用
具
」

他
１
冊　
　

宮
崎
諭
様
（
小
川
）

図
書
「
日
本
の
歴
史
」
全
23
巻

　
　

大
友
瞬
様
（
大
山
田
下
郷
）

図
書「
ヘ
レ
ン・ケ
ラ
ー
」他
５
冊

Ｃ
Ｄ
６
枚  

小
口
菜
摘
様（
小
川
）

図
書
「
図
書
館
の
主
」
３
巻　

　
　
　
　

匿
名

　３B体操とは、３種類の用具を
使って音楽に合わせて行う健康体
操です。親子で身体を動かしてリ
フレッシュしましょう！動きやす
い服装で来てください。

10月は
とちぎ食育推進月間です。
　食育に関するイベントなどが
実施されますので、この機会にご
家族で食事の意義について考え
てみませんか。各種イベント情報
は県ＨＰにてご確認ください。

栃木県ホームページ
http://www.pref.tochigi.lg.jp



武茂川の決戦 2012

扇が丘の戦い 2012

スーパージャンボ宝玉

日光和楽踊り

馬小っ子ソーラン 2012

応神沢の合戦

さぁさみんなでどっこいしょ

だるまはこび

神田城の戦い

ダンス「ロンドンの風」

息を合わせて

組体操

100m 走

玉入れ

おみこしワッショイ

地域の皆さんありがとう

台風の目

パワー全開

選手宣誓

心をひとつに！４人５脚

応援綱引き

徒競争

ダンス「rising sun」

夏休みの思い出
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スポーツの 秋！ 運 動会
馬頭中学校薬利小学校

馬頭小学校

小川小学校

馬頭東小学校

　９月８日、馬頭中学校では体育祭が開催され、15日に
は町の小学校４校で運動会が開催されました。児童のみ
なさんの堂々とした入場行進、力強い選手宣誓、組体操
や踊りなど日々練習を重ねてきた成果が存分に発揮され
ていたようです。また、徒競争や騎馬戦などの熱戦が繰
り広げられ、子ども達の頑張る姿に家族や地域の方々の
応援にも熱が入りました。
（表紙は馬頭中学校の「騎馬戦」）

県知事表彰を受賞ＮＦＳ杯争奪全日本鮎釣り大会を
町内の那珂川で開催

　

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
10
月
か
ら
２
年

間
、
南
米
北
部
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
派
遣
さ
れ

る
郡
司
美
里
さ
ん
（
白
久
）
が
、
９
月
19
日

町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

郡
司
さ
ん
は
東
京
農
業
大
学
国
際
食
料
情

報
学
部
で
農
業
を
学
ん
だ
経
験
か
ら
、
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
農
場
に
お
い
て
、
栽
培
技
術
や
有

機
肥
料
作
り
の
技
術
向
上
な
ど
様
々
な
支
援

活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
郡
司
さ
ん
は
、「
青

年
海
外
協
力
隊
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
た
い
と
い
う
中
学
生
の
頃
か
ら
の

念
願
が
叶
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
教
え
る
立

場
で
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
お
互
い
に

知
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
合
い
、
共
に
協
力

し
合
っ
て
彼
ら
自
身
で
継
続
し
て
い
け
る
農

業
を
目
指
し
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。
大
金
伊
一
町
長
は
「
健
康

に
留
意
し
て
、
現
地
の
方
に
愛
さ
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

８
月
30
日
に
宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
た
第
18
回
栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

で
、
本
堂
加
代
子
さ
ん
（
馬
頭
）
が
県
知
事

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
本
堂
さ
ん
は
母
子

家
庭
の
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
な
ど
、
長
年

母
子
家
庭
等
の
福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｆ
Ｓ
杯
争
奪
全
日
本
鮎
釣
り
選
手
権
が

９
月
23
日
、
町
内
の
那
珂
川
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
か
ら
約
80
名
の
腕
自
慢
の
太
公

望
が
集
合
し
、
冷
た
い
雨
の
中
、
熱
い
バ
ト

ル
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

郡
司
美
里
さ
ん

青
年
海
外
協
力
隊
で
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に

ＳＡＳＵＫＥ

怪盗少女参上！！

長縄跳び

親子玉入れ

Carry Bon Bon

騎馬戦



キャンペーン参加直売所　
・小川ゆうゆう農産物直売所（小川）
・西部農産物直売所（小口）
・道の駅「ばとう」農産物直売所（北向田）
・小川南農産物直売所（谷田）
・久那瀬農産物直売所
・富山野菜直売所
・矢又農産物直売所
・大山田農産物直売所「耕民館」（大山田下郷）

　　　　　　　　　　　　　
　実施期間：10月8日（祝月）～14日（日）
　各直売所に設置されているアンケートにご協力いただ

いた方に、新米(２合)を１日１直売所につき先着50名
様（１人１袋）にプレゼント。　　　　　

　実施期間：10月8日（祝月）～12月10日（月）
　直売所スタンプラリーに参加いただいた方に抽選で
　特　　賞…町内産こしひかり30㎏（５名様）、
　直売所賞…直売所で利用できる商品券3,000円分
　　　　　（30名様）をプレゼント。スタンプラリーの応募用紙はキャンペーン参加直売所に設置してあります。

町内小・中学校の児童、生徒の皆さんから農産物安全・安心キャンペーンポスターを募集しました
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グ

　

長
年
に
わ
た
り
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
い
、

今
年
も
当
町
で
は
行
政
区
長
を
中
心
に
、
各
実
行
委
員
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
、
町
内
18
会
場
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
施
設
で
敬
老
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
な

ど
が
行
わ
れ
、
招
待
者
の
皆
さ
ん
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

３
，
３
７
４
人
で
し
た
。

　

去
る
７
月
13
日
に
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

元
小
川
町
議
会
議
員
越

井
庄
司
氏
（
小
川
）
は
、

生
前
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
旭
日
単
光
章
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

在
り
し
日
の
ご
活
躍

を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

最
優
秀
賞　

小
椋
爽
楽
（
馬
頭
小
４
年
）

優 

秀 

賞　

佐
藤
瑠
南
（
薬
利
小
1
年
）

優 

秀 

賞　

酒
井
美
鈴
（
馬
頭
中
3
年
）

優 
秀 

賞　

深
澤
真
穂
（
馬
頭
中
2
年
）

故 

越
井
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氏
に
旭
日
単
光
章

祝

敬
老

小川地区

和見地区

キャンペーン❶

キャンペーン❷

小砂地区

　町では、行財政改革推進計画に規定されている自主財源確保のための有効資源活用の一つとして、町広
報紙等への有料広告の掲載を実施しています。今回は、平成25年４月以降に税務課で使用する納税通知
書用の封筒に掲載する広告を募集します。

１．広告の枚数及び金額
　　町・県民税、固定資産税、軽自動車税及び国民健康保険税

の４種類で合計約24,000枚の納税通知書の封筒すべてに広告
が掲載されます。広告料は封筒1枚につき３円となります。

２．納税通知書の印刷枚数
　①町・県民税用封筒　　（約5,000枚）
　②固定資産税用封筒　　（約9,000枚）
　③軽自動車税用封筒　　（約5,000枚）
　④国民健康保険税用封筒（約5,000枚）
３．広告の掲載位置
　　封筒裏面の町が指定する位置とし、１つの広告枠の大きさ

は縦40㎜、横140㎜とする。
４．申込方法等　
　　企画財政課に備え付けの申込書に必要事項を記入し、企画

財政課広報広聴係へ応募願います。また、申込書は町ホーム
ページからもダウンロードできます。

　（http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/）

５．募集期間
　10月15日（月）～31日（水）
６．デザイン等
　　印刷物は、黒色または町の指定する色の一色

刷りとなります。広告物の版下・デザイン等の
製作は申込者の負担となります。申し込みの際
は完全な電子データで提出願います。枠内左上
に「広告」の表示（ゴシック体、文字サイズ14
ポイント）を必ず入れてください。

７．掲載の決定
　　申し込みされた広告の内容を審査のうえ、掲

載の可否を通知します。公の秩序または善良な
風俗に反するものなど掲載することが妥当でな
いと町長が認めるものは拒否されます。また申
し込み多数の場合は抽選により決定します。

８．問い合わせ
　企画財政課　☎0287－92－1114

町税務課で使用する封筒の広告主を募集します！

農産物安全・安心キャンペーン・プレゼントのお知らせ

那珂川町自治功労者表彰式典
～どなたでも入場できますのでご来場ください～

日時　　10月20日（土）午前9時30分
　　　　　　　　　　　受付　午前9時
場所　　小川総合福祉センター　あじさいホール

「健康予防講座」を開催します
～膝・腰・股の痛みの予防について～

講師　　宇都宮記念病院副院長　三輪道生氏
日時　　10月20日（土）午前10時20分開場
　　　　　　　　　　　午前10時30分開演
場所　　小川総合福祉センター　あじさいホール
　　　　※入場無料

～町内の各直売所で直売農産物の安全性をPRするキャンペーンを開催中です～

上記キャンペーンのお問い合わせは、農林振興課（☎0287－92－1113）までお願いします。

アトラクション　小川幼稚園の
子ども達によるお遊戯・歌

アトラクション　まほろば語り
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平成25年度幼稚園・保育園の入園申し込みを
10月22日（月）から受付します

那珂川町職員採用試験案内

国民年金保険料の

後納制度
をご利用ください。

過去10年間に納め忘れた
国民年金保険料はありませんか？

下記の表で、幼稚園・保育園の違いを確認し、申し込みしてください。

幼　稚　園 保　　育　　園

施　設　名 ひばり幼稚園 小川幼稚園 大内保育園 馬頭南保育園 馬頭中央保育園 わかあゆ保育園

所　在　地 和見82番地1 小川2505番地 大内3170番地 富山213番地1 馬頭52番地1 小川869番地

定　　　員

3年保育課程
（満3歳児）

30名程度

3年保育課程
（満3歳児）

20名程度
60名 45名 120名 120名

2年保育課程
（満4歳児）

若干名

2年保育課程
（満4歳児）

若干名

入園対象者 満3歳児から小学校就学前 満1歳児から小学校就学前 6か月児から小学校就学前

入園基準

通園範囲は那珂川町全域です
・3年保育課程
（平成21.4.2～平成22.4.1生）
・2年保育課程
（平成20.4.2～平成21.4.1生）

保護者及び同居の家族（祖父母・おじ・おば等）が下記の理由によりお子さんを家
庭でみることができない（保育に欠ける）と認められる場合のみ入園できます。
① 昼間仕事をしている
② 妊娠中または出産後３カ月
③ 病気・けが・精神や身体に障がいがある
④ 同居の家族を常時介護している
⑤ 災害等にあい、その復旧にあたっている

開　　　所

・月曜～金曜日
・午前９時～午後２時30分
　（１日５時間30分）
・夏休み、冬休み等あり

・月曜～金曜日
・午前7時30分～午後6時

・月曜日～金曜日
・午前７時30分
　～午後６時
・延長保育
　午後７時まで
　　（料金別）

・月曜日～金曜日
・午前7時30分
　～午後6時
・延長保育午後7時
　まで（料金別）
・土曜1日保育
（他保育園入所児童
　も利用可）

教育・保育
目 　　  標

・明るく すすん
で話す子

・やさしく 思いや
りのある子

・自然に親しみ 
元気に遊ぶ子

・最後まで　やり
ぬく子

・あかるく げんき
にあそぶ子

・やさしく おもい
やりのある

・じぶんのことはじ
ぶんでできる子

・なんでも さいご
までやりぬく子

・あいさつの よく
できる子

げんきな子・あいさつのできる子・思いやりのある子

家庭的な雰囲気
の中で思いやりの
ある子を育てる

異年齢児とのふれ
あいを楽しみ、思
いやりを育む

たくさんの友達と
出 会い、触れ 合
い、関わり合いの
中で育つ心を大切
にする

自然に恵まれた中で
の経験や体験をとお
し、先生や友達との関
りを大切に思いやりの
心を育みながら、元気
で楽しい保育

保　育　料 月額 8,000円 入所児童の年齢、父母等の前年分の所得税、
前年度の町民税課税状況等により決定します

給　食　費 月額 2,800円
（毎週水・木・金曜日のみ実施）

　　　　　　　　保育料に含む　２歳児まで完全給食
　　　　　　　　　　　　　　  ３歳児から副食のみ（主食持参）

提 出 書 類 ① 入園願書
② 家庭調書

① 保育所入所申込書
② 就労状況調査書（児童と同居している学生以外65歳未満の方全員）

募 集 期 間 10月22日（月）から11月21日（水）

問い合わせ
書類配布
申し込み

各幼稚園
（申し込みは希望幼稚園に持参のこと）

教育委員会学校教育課
☎0287－96－2114

　　　　　　　　健康福祉課子育て支援係　☎0287－92－1119
　　　　　　　　総合窓口課　　　　　　　☎0287－96－2111

そ　の　他 　・申し込みの状況により希望する保育園に入園できない場合があります。
　・産休、育休あけ等、平成25年度中に入所を希望される方はご相談ください。

　平成25年4月1日採用の那珂川町職員（身体障害者対
象）を次のとおり募集します。

　これまでは、国民年金保険料を納め忘れたまま２年
を超えると保険料を納めることができませんでした
が、本年10月1日から３年間に限り、過去10年以内の
納め忘れた保険料を納めることができる、後納制度が
始まりました。
　過去10年以内の保険料を納めていただくことで、将
来の年金を増やしたり、年金の受給権につなげること
ができるようになります。
　また、「年金機能強化法」により、平成27年10月か
らは受給資格期間が10年（120月）に短縮されること
が予定されています。
　これまで受給期間を満たさなかった方が年金を受給
できる場合や、後納制度を利用することで受給できる
ようになる場合があります。

※後納制度は事前申し込みが必要ですが、審査の
結果、後納制度による納付をご利用いただけな
い場合があります。
※後納制度をご利用いただく際のご自身の年金
記録は、ねんきんネット（http://www.nenkin.
go.jp）でご確認ください。

お問い合わせ
　国民年金保険料専用ダイヤル　☎0570－011－050
　宇都宮東年金事務所　　　　　☎028－683－3211

採用職種・採用予定人員・受験資格

職 種 採用予
定人員 受　験　資　格

一般
事務

１名

①昭和58年４月２日から平成７年４月１日
までに生まれた者で､高等学校卒業又
は同程度の学力を有する者
②自力により通勤でき、介助者なしに一
般事務職として職務遂行が可能な者
③活字印刷の文による出題に対応できる者
④視覚機能障害、聴覚機能障害、音
声・言語機能障害、内部機能障害また
は肢体不自由者で身体障害者手帳の
交付を受けている者
⑤聴覚機能障害においては、補正器具
等の使用により通常の電話や窓口の応
対に対応できる者

第１次試験
試 験 日 場　　　所 内　容
平成25年

1月12日（土）
小川総合福祉センター

すこやか共生館
教養試験
適性検査

第２次試験
試 験 日 場　　　所 内　容

平成25年
2月7日（木）

※予定

小川総合福祉センター
すこやか共生館

口述試験
作文試験
健康検査

（診断書提出）

合格発表
　・第１次試験　平成25年1月28日
　・第２次試験　平成25年2月8日頃

受付期間
　　11月12日（月）～12月7日（金）
　　（土、日、祝日を除く）
　　午前８時30分～午後５時15分
　　※郵送の場合、12月７日消印有効

申込用紙請求方法
　・本庁総務課及び小川庁舎総合窓口課で配布

・郵送の場合は、封筒の表に「採用試験申込用紙請
求」と朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返
信用封筒（Ａ４サイズ）を同封のうえ下記まで請求

　・町のホームページからのダウンロード
　　URL http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp

申込先・問い合わせ
　〒324－0692　那珂川町馬頭409番地
　那珂川町役場　総務課行政係　☎ 0287－92－1111

平成24年10月1日から平成27年9月30日まで
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　運動の秋がやってきました！現在、好評開催中のなかがわフィットネス倶楽部であなたも気持ちいい汗
をかきませんか？ヘルスアップ 11 月コースでお待ちしています。

内　容
　　筋力アップの運動、少し汗をかくくらいの有酸素運動、ストレッチ。身近に始められる運動の紹介や継続

して運動を続けるポイント、食事の分析など。
　　〇対象者：那珂川町に住むおおむね40歳以上の方
　　〇場　所：那珂川町健康管理センター
　　〇定　員：20名程度
　　〇申し込み期限：10月31日（水）
　　〇日　程
　　　　11月13日（火）、26日（月）、12月 ５日（水）、13日（木）、20日（木）
　　　　 １月16日（水）、25日（金）、 ２月 ７日（木）、21日（木）
　　〇時　間：午後１時３０分から３時

申込み・問い合わせ
　健康管理センター　☎0287－92－1188

　障害者虐待の防止や早期発見、虐待を受けた障害
者の迅速かつ適切な保護、養護者に対する適切な支
援及び関係機関や民間団体との連携体制の整備な
ど、障害を持つ人も持たない人も、共に安心して暮
らせる社会にすることを目標に作られました。
　この法律では、
①養護者（面倒を見ている人）による虐待
②障害者福祉施設従事者等による虐待
③使用者（雇用主や上司）による虐待
　を想定した対策が明記されています。
　　障害者虐待は、本人が虐待をしている自覚がな

い場合、あるいは受けていると自覚していなくて
も虐待にあたることがあります。

　主な虐待については、次のようなものがあります。
①身体的虐待（暴力や身体拘束）

②心理的虐待（どなる、悪口、無視、嫌がらせ）
③性的虐待（わいせつな行為をしたり、させたり）
④放棄・放任（世話や介護を一切しない、必要な支

援や福祉サービスを受けさせない）
⑤経済的虐待（本人の同意無しに財産や預貯金・年

金を勝手に使う）
　　上記のようなことを見聞きしたときは、下記ま

で通報して下さい。（①匿名で構いません、②通
報者の秘密を守ります、③勘違いによる誤報で
あっても罰せられません）

那珂川町障害者虐待防止センター
　○平日・日中（午前8時30分～午後5時15分）は、

　役場健康福祉課 社会福祉係　☎0287－92－1119
　○夜間（午後5時16分～午前8時29分）・祝日・休

　日は、南那須地区障害者自立支援センター　
　　☎0287－80－1020

なかがわフィットネス倶楽部ヘルスアップ11月コース
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保
健
師
の
い
き
い
き
通
信

検
診
を
受
け
よ
う

  

～
乳
が
ん
検
診
編
～

●
乳
が
ん
の
危
険
因
子

　

乳
が
ん
の
発
生
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
の
が
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
で
す
。
具
体
的
な
危

険
因
子
と
し
て
は
、

（
１
）
初
潮
が
早
い
（
11
歳
以
下
）、

閉
経
が
遅
い
（
55
歳
以
上
）

（
２
）
初
産
年
齢
が
高
い
又
は
出

産
経
験
が
な
い

（
３
）
閉
経
後
の
肥
満

（
４
）
家
族
（
特
に
母
・
姉
妹
・
娘
）

に
乳
が
ん
に
な
っ
た
人
が
い
る

（
５
）
喫
煙
、
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂

取
な
ど
が
、
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

●
乳
が
ん
の
症
状

○
乳
房
の
し
こ
り

　

乳
が
ん
は
５
㎜
～
１
㎝
ぐ
ら
い

の
大
き
さ
に
な
る
と
、
自
分
で
注

意
深
く
触
る
と
わ
か
る
し
こ
り
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
し
こ
り
が

あ
る
か
ら
と
い
っ
て
す
べ
て
が
乳

が
ん
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
乳
房
の
え
く
ぼ
な
ど
皮
膚
の
変
化

　

乳
が
ん
が
皮
膚
の
近
く
に
達
す

る
と
、
え
く
ぼ
の
よ
う
な
く
ぼ
み

が
出
来
た
り
、
皮
膚
が
赤
く
腫
れ

た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
乳
房
表
面

の
皮
膚
が
オ
レ
ン
ジ
の
皮
の
よ
う

に
赤
く
な
り
、
発
熱
や
痛
み
を
伴

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
乳
房
近
く
の
リ
ン
パ
節
の
腫
れ

●
乳
が
ん
の
現
状

　

乳
が
ん
は
、
乳
房
の
中
に
あ
る

乳
腺
に
で
き
る
悪
性
腫
瘍
で
す
。

約
90
％
は
乳
管
（
母
乳
の
通
り
道

と
な
る
管
）
か
ら
発
生
す
る
「
乳

管
が
ん
」
で
、約
５
％
が
小
葉
（
母

乳
を
作
る
場
所
）
か
ら
発
生
す
る

「
小
葉
が
ん
」
で
す
。

　

乳
が
ん
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど
増

加
す
る
他
の
が
ん
と
は
異
な
り
、

30
歳
代
か
ら
増
加
し
始
め
、
50

歳
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の

後
は
次
第
に
減
少
し
ま
す
（
図
）。

ま
た
、
30
歳
か
ら
64
歳
の
女
性
で

は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
の
一

位
が
乳
が
ん
で
す
。

　

乳
が
ん
は
近
く
の
リ
ン
パ
節
に

転
移
し
や
す
く
、
そ
の
場
合
は
リ

ン
パ
液
の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
わ

き
の
下
が
腫
れ
た
り
、
腕
に
向
か

う
神
経
が
圧
迫
さ
れ
て
、
腕
が
し

び
れ
る
と
い
う
症
状
が
出
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

●
乳
が
ん
の
予
防
法

【
自
己
検
診
】

　

20
歳
を
過
ぎ
た
女
性
は
毎
月
、

生
理
が
終
わ
っ
て
１
週
間
く
ら
い
後

に
、
閉
経
後
は
毎
月
日
に
ち
を
決

め
て
、
乳
房
や
腋
の
下
な
ど
に
し
こ

り
が
な
い
か
、
形
の
変
化
や
く
ぼ
み

が
な
い
か
、
皮
膚
の
色
に
変
化
は
な

い
か
、
乳
頭
か
ら
分
泌
液
が
な
い

か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

【
定
期
的
な
検
診
】

　

乳
が
ん
検
診
で
は
、
問
診
、
超

音
波
検
査
（
エ
コ
ー
）、
乳
房
Ⅹ
線

撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）（
40
歳

以
上
）
を
行
い
ま
す
。
自
分
で
は

見
つ
け
ら
れ
な
い
小
さ
な
し
こ
り
が

発
見
さ
れ
た
り
、
し
こ
り
に
な
る

前
の
石
灰
化
し
た
微
細
な
乳
が
ん

を
発
見
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

町
の
健
診
の
申
し
込
み
は
ま
だ

間
に
合
い
ま
す
。
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

【
申
し
込
み
先
】

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
７
―
９
２
―
１
１
８
８

「障害者虐待防止法」が10月１日から施行されました。

　

先
日
の
下
野
新
聞
の
日
曜
論
壇

に
、
５
才
頃
ま
で
の
子
育
て
に
重

要
な
「
愛あ
い

着ち
ゃ
く」
に
つ
い
て
、
臨
床

心
理
士
の
方
の
論
説
「
安
定
し
た

愛
着
形
成
が
大
切
」
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
、
安
定
し
た
愛
着
形
成
が
、

な
ぜ
大
切
な
の
で
し
ょ
う
か
。

◆
愛
着
と
は

　

母
親
な
ど
「
特
定
の
人
（
愛
着

対
象
）
と
子
ど
も
と
の
特
別
な
結

び
つ
き
の
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。
多

く
の
人
が
そ
の
子
を
か
わ
い
が
れ
ば

い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

そ
の
場
合
は
、
だ
れ
か
れ
と
な
く
ベ

タ
ベ
タ
す
る
不
安
定
な
愛
着
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

愛
着
形
成
に
は
、「
特
定
の
人

と
子
ど
も
と
の
安
定
し
た
絆
」
が

必
須
な
の
で
す
。

◆
子
ど
も
の
愛
着
パ
タ
ー
ン

　

子
ど
も
に
と
っ
て
母
親
は
特
別

な
存
在
で
す
。
子
ど
も
が
泣
け
ば

抱
っこ
し
、
欲
し
が
って
い
る
も
の
を

察
し
て
与
え
て
く
れ
ま
す
。
乳
幼

児
期
の
十
分
な
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、
欲

求
を
感
じ
取
る
力
な
ど
、
母
親
の

適
切
な
応
答
は
、
安
心
感
や
安
全

感
を
育
み
ま
す
。
こ
の
母
子
関
係

に
よ
って
、
安
定
し
た
愛
着
形
成
が

構
築
さ
れ
て
い
く
の
で
す
。

　

安
定
型
の
愛
着
パ
タ
ー
ン
の
子
ど

も
は
、
基
本
的
な
信
頼
感
と
安
定

感
を
ベ
ー
ス
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
い
け
る
な
ど
順
調
に
育

ち
ま
す
。

　
一
方
、
不
安
定
な
愛
着
パ
タ
ー
ン

の
子
ど
も
で
は
、
非
行
、
家
庭
内

暴
力
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
、
拒
食
や
過

食
、
不
登
校
、
身
体
の
不
調
、
友

達
関
係
の
苦
手
さ
な
ど
、
将
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き
や
す
い

と
い
い
ま
す
。

　

愛
着
形
成
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

の
は
、
死
別
や
離
別
な
ど
子
ど
も

が
母
親
を
失
う
体
験
、
守
っ
て
く

れ
る
は
ず
の
親
か
ら
安
全
が
脅
か

さ
れ
る
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
で

す
。
不
安
定
な
愛
着
形
成
を
持
つ

母
親
に
育
て
ら
れ
る
と
、
子
ど
も

も
不
安
定
に
な
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

◆
安
定
し
た
愛
着
ス
タ
イ
ル
を
持

つ
人

　

小
さ
い
頃
の
愛
着
パ
タ
ー
ン
は
、

大
人
に
な
って
も
長
く
そ
の
人
の
愛

着
ス
タ
イ
ル
に
な
り
ま
す
。
安
定

し
た
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
人
は
、
他
人

と
の
関
係
を
築
け
る
た
め
、
対
人

関
係
が
良
好
で
仕
事
で
も
活
躍
で

き
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
時
は
い

つ
で
も
助
け
が
得
ら
れ
る
と
い
う

安
心
感
か
ら
、
安
定
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
不
安
定
な
愛
着
ス
タ
イ
ル
を
持

つ
人

　

そ
の
人
の
人
生
の
根
底
に
は
「
見

捨
て
ら
れ
不
安
」
が
根
強
く
あ
り
、

愛
着
形
成
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

証
で
す
。
う
ま
く
い
か
な
い
人
間

関
係
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
激

し
い
怒
り
、
白
か
黒
か
は
っ
き
り
し

た
考
え
方
、
自
傷
行
為
、
暴
言
・

暴
力
、
衝
動
的
行
動
な
ど
で
、
本

人
だ
け
で
な
く
周
囲
も
苦
し
み
ま

す
。

◆
安
定
し
た
愛
着
は
、
子
ど
も
へ

の
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

最
近
は
、
一
般
家
庭
に
お
い
て
も

愛
着
に
問
題
を
持
つ
子
ど
も
が
少

な
く
な
い
よ
う
で
す
。
や
が
て
安

定
し
た
大
人
へ
成
長
す
る
た
め
に
、

母
親
は
、
安
定
的
な
愛
着
獲
得
に

こ
こ
ろ
が
け
、
周
囲
も
ま
た
強
く

後
押
し
を
し
て
、
子
ど
も
へ
最
高
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

  

女
性
の
た
め
の
相
談
室

（財）がん研究振興財団、がんの統計‘09 より
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俳
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か
つ
と
目
を
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く
鬼
瓦	

	

馬　
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塚
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廣

捥
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た
て
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胡き
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み
そ
を
塗ま
ぶ

し
け
り　
　
　

		　
　

	
	

松　
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青
木　

俊
蓉

国く
に

訛な
ま
り

交
ざ
る
朝
市
秋
暑
し	

	
	

　
　
　
　

矢　
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星　
　

幸
子

い
な
び
か
り
那
須
連
山
を
滅
多
斬
り	

吉　

田　
　

国
安　
　

薫

打
水
や
茶
飲
み
仲
間
の
集
ふ
時	

下
西
の
原　
　

金
井　

和
子

月
を
呼
ぶ
こ
と
く
踊
り
の
十
指
か
な	

	

小　

川　
　

和
泉
す
み
を

　
　

短
　
歌

朝
草
を
刈
れ
ど
も
よ
ろ
こ
ぶ
牛
馬
居
ず
刈
り
放
題
に
な
り
し
畦
道　
　
　
　
　
　

小　

川　
　

平
澤　

照
雄

秋
冷
は
ひ
そ
か
に
下
り
朝
空
に
は
じ
け
る
栗
の
破
顔
一
笑　
　
　

小　

川　
　

佐
藤　

孝
子

て
ん
と
う
虫
だ
ま
し
に
さ
え
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騙
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れ
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だ
つ
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烏
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嗤わ

ら
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谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

よ
う
や
く
に
雨
降
り
し
後
群
れ
な
し
て
茗
み
ょ
う

荷が

の
花
は
ほ
ん
の
り
と
咲
く

馬　

頭　
　
五
月
女
ト
ミ
ノ

隣
り
家
の
出
勤
前
の
氣
配
佳
し
こ
と
こ
と
厨く
り
やの
音
を
聞
か
せ
て

馬　

頭　
　

西
宮　

定
子

眼
指
し
の
熱
き
瞳
の
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ク
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咲
く
視
点
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祖
国
に
あ
り
や

馬　
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季
子

四
面
楚
歌
総
理
が
語
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浪
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小　
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平
澤　

照
雄

生
き
甲
斐
を
と
う
に
失
く
し
た
昼
の
酒　
　

	

谷　

田　
　

岡
崎　

甫
子

計
画
も
な
く
年
寄
り
の
日
が
暮
れ
る　
　
　

	

薬　
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大
嶹　

克
明

広
報
文
芸

◇
『
虚
像
の
道
化
師
』

東
野　

圭
吾
／
著

◇
『
神
様
の
カ
ル
テ
３
』

夏
川　

草
介
／
著

◇
『
明
日
の
こ
と
は
知
ら
ず
』

宇
江
佐　

真
理
／
著

◇
『
き
み
は
い
い
子
』

中
脇　

初
枝
／
著

◇
『
十
五
夜
物
語
』

夢
枕　

獏
／
著

◇
『
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
』宮

部　

み
ゆ
き
／
著

◇
『
さ
く
ら
聖
・
咲
く
』

畠
中　

恵
／
著

◇
『
微
笑
む
人
』

貫
井　

徳
郎
／
著

◇
『
生
き
る
ぼ
く
ら
』

原
田　

マ
ハ
／
著

◇
『
つ
む
じ
ダ
ブ
ル
』

小
路　

幸
也
／
著

◇
『
超
・
超
面
白
く
て
眠
れ
な
く
な
る
数
学
』

桜
井　

進
／
著

◇
『
栃
木
県
謎
解
き
散
歩
』

　
　
　
　
　
　
　
　

福
田　

三
男
／
編
著

◇
『
ミ
ツ
カ
ン
社
員
の
お
酢
レ
シ
ピ
』

　
　
　
　
　
　
　
　

ミ
ツ
カ
ン
／
監
修

◇
『
災
害
列
島
・
危
険
情
報
地
図
』

成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編

◇
『
は
な
か
っ
ぱ
そ
っ
く
り
で
び
っ
く
り
』

あ
き
や
ま　

た
だ
し
／
著

◇
『
よ
う
か
い
ガ
マ
と
の
』よし

な
が　

こ
う
た
く
／
著

◇
『
は
し
れ
は
や
ぶ
さ
！
と
う
ほ
く
し
ん
か
ん
せ
ん
』

横
溝　

英
一
／
著

◇
『
保
健
室
の
日
曜
日
』

村
上　

し
い
こ
／
著

◇
『
忍
者
に
な
ろ
う
』

ア
フ
タ
フ　

バ
ー
バ
ン
／
著

◇
『
三
毛
猫
ホ
ー
ム
ズ
の
推
理
日
記
』赤川　

次
郎
／
著

◇
『
わ
た
し
、
く
わ
が
た
』

得
田　

之
久
／
著

◇
『
ジ
ャ
ッ
ク
と
ま
め
の
き
』　い

も
と　

よ
う
こ
／
著

◇
『
き
せ
つ
の
手
づ
く
り
図
鑑
』　

峯
村　

良
子
／
著

◇
『
は
た
ら
く
の
り
も
の
ど
れ
が
す
き
？
』

小
賀
野　

実
／
写
真

◇
『
こ
お
り
の
な
み
だ
』ジ

ャ
ッ
キ
ー
・
モ
リ
ス
／
著

　

紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

h
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w
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sh
o
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m
/n
a
k
a
g
a
w
a
/p
c/

pc00301.aspx

冲
方　

丁
／
著

　

水
戸
藩
主
と
な
っ
た
水
戸

光
圀
は
、「
大
日
本
史
」
編

纂
と
い
う
空
前
絶
後
の
大
事

業
に
乗
り
出
す
。

　

大
河
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン

ト
小
説
。

野
村　

ま
り
子
／
著

　

日
本
国
憲
法
と
は
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
。
私
た

ち
の
暮
ら
し
と
ど
の
よ
う

な
関
係
が
あ
る
の
か
。

　

豊
富
な
イ
ラ
ス
ト
で
読

み
や
す
い
人
権
ガ
イ
ド
。

『
光
圀
伝
』	

　	

一
般
書	

　

『
え
ほ
ん
日
本
国
憲
法
』	

　	

　
児
童
書	

那珂川町
図書館

再生可能エネルギーの時代⑦

環境総合推進室
☎0287－92－1110

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
時
代

と
題
し
て
、様
々
な
発
電
方
法
を
ご

紹
介
し
て
来
ま
し
た
が
、今
回
か
ら

は
熱
を
利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
法
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
太
陽
熱
利
用
」で
す
。

◆
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
っ
て
な
に
？

　

太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
と
し
て

利
用
し
、水
や
空
気
等
を
温
め
、風

呂
や
台
所
等
の
給
湯
や
暖
房
に
使

う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

古
く
は
太
陽
光
を
室
内
に
取
り

入
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す

が
、積
極
的
に
利
用
さ
れ
始
め
た
の

は
太
陽
熱
を
集
め
て
温
水
を
作
る

温
水
器
の
登
場
か
ら
で
す
。

　

現
在
は
技
術
開
発
に
よ
り
給
湯

以
外
に
も
暖
房
や
冷
房
に
も
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
太
陽
熱
利
用
機
器
の
種
類

　

太
陽
熱
利
用
機
器
は「
太
陽
熱

温
水
器
」と「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
」

に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。　　

　
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、集
熱
器
と

お
湯
を
貯
め
る
機
器
が
完
全
に
分

か
れ
て
い
ま
す
が
、太
陽
熱
温
水
器

は
集
熱
器
と
お
湯
を
貯
め
る
機
器

が一体
で
あ
る
の
が
特
徴
で
す
。

◆
太
陽
熱
を
利
用
し
て

CO2
削
減

　

家
庭
か
ら
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
を
給
湯
が
占

め
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、太
陽
熱
を
利

用
し
て
CO2
を
削
減
し
ま
し
ょ
う
。

※
次
回
は
雪
氷
熱
利
用
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

画
像
出
典
：

太
陽
熱
利
用
機
器　

く
ら
し
を
つ
な
ぐ

太
陽
熱
利
用
編

　レジ袋削減によるごみの減量化、地球温暖化防止を目
指し、マイバッグキャンペーンを開催しています。
　キャンペーン協力店にて、レジ袋を受け取らないお買い
物をすると、応募カードにスタンプを押してもらえます。5個た
まったらお店の応募箱に投函すると抽選ですてきな賞品
が当たります（当選は1人1つ限り）。
　詳しくは、協力店にあるポスターをご覧ください。
期　間：10月1日（月）～11月30日（金）
協力店： 下記のポスターが目印です！

（馬頭地区）青木電機・エレガンスやしろ・くまだ呉服店・
小島文具店・佐藤こめや・住吉屋・生活用品の石沢・
日進堂本店北向田店・JA なす南大内経済店舗・JA な
す南馬頭経済店舗・100 円ハウスさくら・ファッションあらい・
ファッションハウスたかさご・ミカワヤ・㈲ますや・森川屋・
全日食チェーンハーモニー馬頭店・菊屋酒店・なばため・
和洋菓子わみや・洋品寝具まつやま・道の駅ばとう

（小川地区）おたま小川店・㈱タテヤマ工場・直売所栃
木工場店・㈲小松屋商店・佐藤精肉店・JA なす南小
川経済店舗・㈲滝田商店
日進堂菓子店・サラダ館わいずみや
㈱リオン・ドール小川店
問い合わせ
　商工会　☎0287－92－2249
　商工会小川支所
　　　　　☎0287－96－3172
　環境総合推進室
　　　　　☎0287－92－1110

（平成24年度年間変動調査分【ダイオキシン類】）
　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果
をお知らせします。
調査項目　ダイオキシン類
採 水 日　平成24年6月11日
採水場所　１、周辺環境水
　　　　　　⑴ 投棄地直下河川　
　　　　　　⑵ 小口川上流
　　　　　２、投棄現場浸出水
　　　　　　⑶ 投棄地下流側観測井　
　　　　　３、周辺人家井戸水
　　　　　　⑷ 人家井戸水2か所
調査結果　すべての地点で環境基準以下
　　　　　→周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ
　馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287－92－1411
　環境総合推進室　　　　　　　☎0287－92－1110

環境にやさしいお買い物！
那珂川町マイバックキャンペーン開催中

不法投棄現場周辺の水質分析結果

0287-96-3105
324-0501 2589

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114） 



日　付 番　組　名

10/1～10/7
みんなで子育て
わんぱく広場

10/8～10/14 南那須地区音楽祭　前編

10/15～10/21 南那須地区音楽祭　後編

10/22～10/28
健康なかがわ21
転ばん教室

10/29～11/4 Hello!!　元気っこ

●第20回特別展「那須の縄文社会
が変わるころ―縄文時代中期から後
期へ―」
会期　11月25日（日）まで
開催場所　大田原市なす風土記の丘
　　　　　湯津上資料館
観覧料金　一般100円、学生50円、
　　　　　中学生以下は無料
休館日　月曜日（祝日開館）、
　　　　祝日の翌日
●特別展記念講演会
「縄文時代社会の変質―関東・中部
地方からみた縄文中期から後期へ―」
日時　10月21日（日）
　　　午後1時30分～3時30分
講師　山本暉久氏
　　 （昭和女子大学教授）
●特別講演会「東北からみる那須地
域の縄文中・後期文化」
日時　11月18日（日）
　　　午後1時30分～3時30分
講師　阿部昭典氏（國學院大學非常
　　　勤講師）
※講演会は栃木県立なす風土記の丘
資料館講堂で開催します。
定員は60名、参加費は無料です。
●県外史跡見学会
日時　11月4日（日）
　　　午前7時30分～午後6時（予定）
定員　50名　
参加費　3,000円
内容　茨城県霞ケ浦周辺の史跡を訪
　　　ねます。
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時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00 文字放送
7:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9:30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00 ★企画番組

（終了後は文字放送）13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 植物の世界
18:00 サイエンスCH
18:30 ★企画番組

（終了後は文字放送）19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組  
20:30
21:00 都市づくりを考える
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00 ★企画番組

（終了後は文字放送）22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0:30
1:00 NewsなかがわＴＯＷＮ

朝まで 文字放送

とちぎ元気グルメまつり

　県では、県内各地にある自慢のご
当地グルメなどを一堂に集めた「と
ちぎ元気グルメまつり」を開催しま
す。県内ご当地グルメの投票のほ
か、県外人気グルメの出展、とちま
るくん誕生1周年を記念したステー
ジイベント（3日のみ）、とちぎ地酒
で乾杯選手権なども行いますので、
ぜひお越し下さい（雨天決行）。詳
しくはホームページをご覧下さい
（http://www.tochigi-genki.jp/）
なお、那珂川町からは、御前岩物産
センター「八溝ししまる鍋」を出品
いたします。
期日　11月3日（祝土）～4日（日）
会場　県庁県民広場
問い合わせ
とちぎ元気グルメまつり事務局（下野
新聞社営業局クロスメディア推進部）

☎028－625－1104

　身体の障がいについて医学的な相
談・判定が無料で受けられます。
（要予約）
日時　11月7日（水）
　　　午後２時～４時
場所　大田原市保健センター
相談内容　肢体不自由（整形外科）
申込先　健康福祉課

☎0287－92－1119

　高次脳障がいについての相談が無
料で受けられます。（要予約）
日時　11月13日（火）
　　　午後2時～3時30分
場所　さくら市氏家公民館
相談内容　高次脳障がいについて
申込先　とちぎリハビリテーション

センター　相談支援課
☎028－623－6114

福祉のお仕事ミニ面談会

日時　10月26日（金）
　　　午後１時～午後3時30分
　　　（受付は３時まで）
会場　烏山南公民館
　　　（那須烏山市野上703）
参加対象者　
・福祉のお仕事をお探しの方、転職
　をお考えの方
・平成25年3月卒業見込みの専門学
　生、短大生、大学生の方
・福祉の仕事、資格取得に興味のあ
　る方
内容
　求人事業所の採用担当者から仕事
の内容や応募条件を聞くことができ
ます。また、福祉人材・研修セン
ターの相談員に求人状況や資格の相
談もできます。
問い合わせ　
栃木県社会福祉協議会　福祉人材・
研修センター  ☎028－643－5622

期日　11月23日（祝金）～25日（日）
　　　2泊3日
場所　栃木県立なす高原自然の家
対象　県民一般
　　  （親子15家族・小学生以上）
　　　※応募多数の場合は抽選。
参加費　
　小学生4,000円、中学生4,200円
　高校生5,500円、大人9,000円　
　（宿泊・食事代等含む）
内容　
　ジェルキャンドルづくり、自然災
害体験（栃木県防災館）、ピザづく
り、防災クイズオリエンテーリング
など
申込期限　10月23日（火）
申し込み・問い合わせ

栃木県立なす高原自然の家
☎0287－76－6240

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

　平成25年度に稲作等の生産調整
計画(転作)により新規で農地を借りて
作付けを計画される方は「農用地利
用集積計画書」の提出が必要です。
　申請用紙は、農業委員会に取りに
来ていただくか、連絡いただければ
郵送します。
●申請期限　11月30日（金）
●申請・問い合わせ

農業委員会　☎0287－92－1185
（山村開発センター３階） 

　本年度は「栃木の恵みに感謝　秋
の大収穫祭」をテーマに、県内の農
産物や美味しいものが大集合！
各市町自慢の特産品の展示・試食・
販売、各地の安全・安心な新鮮野菜
の販売、農村レストラン等による、
そばの東西交流戦、各地のこだわり
の食の提供。さらには食育に関する
情報発信等も行います。
日時　10月20日（土）～21日（日）
　　　午前10時～午後4時
場所　栃木県庁及び周辺施設
問い合わせ

とちぎ“食と農”ふれあいフェア
実行委員会　☎028－623－2333

　栃木県では11月を「多重債務者
相談強化キャンペーン2012」の期
間とし、無料相談会の開催を中心と
したキャンペーンが行われます。
無料相談会会場（※いずれも要予約）
①11月6日　午後１時～5時
会場：那須塩原市消費生活センター

☎0287－63－7900
②11月15日　午後１時～5時
会場：栃木市消費生活センター

☎0282－23－8899
③11月16日　午後１時～5時
会場：宇都宮市消費生活センター

☎028－616－1547

申し込み・問い合わせ　
栃木県立なす風土記の丘資料館

☎0287－96－3366
FAX0287－96－3340

○派遣期間
　平成25年3月16日～27日（12日間）
○派遣先　アメリカ合衆国

（ホースヘッズ村、ニューヨーク市）
○募集人員　12名
○参加要件
１．那珂川町の町民であること。
２．研修計画に従い規律のある団体

行動のとれる生徒。
３．外国の生活、文化、スポーツな

どに関心があり、積極的に学習
できる生徒。

４．平成24年度の中学2年生、また
は高校1年生と2年生。

○参加負担金　10万円
○申込締切　10月26日（金）まで
申込書を学校に提出してください。
○団員決定　11月中旬に町教育委員
会で面接を行い、派遣団員を決定。
問い合わせ　生涯学習課

☎0287－96－2116

　国土利用計画法では、一定面積以
上の土地売買などの取引を行った場
合、契約後2週間以内に町長に届け
出ることが義務付けられています。
　届出の必要な土地の面積は、以下
のとおりです。
①都市計画区域 5,000㎡以上
②都市計画区域外 10,000㎡以上
土地の有効利用の実現のため、皆様
のご協力をお願いします。
問い合わせ　企画財政課企画調整係

☎0287－92－1114

農地の貸借の申請について
※新規で貸借する方へ

平成24年度青少年海外体験学習
派遣事業参加者募集

10月は「土地月間」です

栃木県立なす風土記の丘資料館特
別展および関連イベントのご案内

福祉のお仕事ミニ面談会

県民カレッジ登録講座
親子防災キャンプin那須

参加者募集

とちぎ元気グルメまつり

身体障害者巡回相談のご案内

高次脳障害巡回相談のご案内

　とちぎ“食と農”
ふれあいフェア

多重債務者相談強化キャンペーン

★ケーブルテレビ企画番組

★お知らせ★
都合により予告なく番組を変更すること
があります。電子番組表（リモコンの

「番組表」ボタン）での確認をお願いします。
問い合わせ：Z0120-227-445

お知らせ お知らせ



2425 広報なかがわ　平成24年10月10日 広報なかがわ　平成24年10月10日

　

こ
の
壺
は
、
明
治
10
年
（
１
８
７

７
）
に
東
京
の
大
森
貝
塚
を
発
掘

し
た
ア
メ
リ
カ
人
動
物
学
者
エ
ド

ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
（
１
８
２
８

〜
１
９
２
５
）
が
明
治
10
年
か
ら

12
年
、
15
年
か
ら
16
年
ま
で
の
日

本
滞
在
中
に
求
め
た
も
の
で
、
そ

の
後
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
収
蔵
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
し
て
も
日
本
初
の
科
学
的
発
掘

調
査
を
行
っ
た
モ
ー
ス
博
士
が
、
水

戸
光
圀
や
佐
々
宗
淳
（
介
さ
ん
）、

大
金
重
貞
等
に
よ
る
日
本
で
始
め

て
の
発
掘
の
舞
台
「
那
須
」
で
、

水
戸
家
と
深
い
関
わ
り
の
中
で
成

立
す
る
小
砂
焼
の
壺
を
求
め
る
こ

と
に
な
る
と
は
・
・
・
。

　

白
色
の
釉
薬
（
う
わ
ぐ
す
り
）

が
か
け
ら
れ
た
小
砂
（
こ
い
さ
ご
）

焼
の
壺
は
、
遠
い
異
国
で
出
身
地

をkosuna

（
こ
す
な
）
と
読
み

間
違
え
ら
れ
つつ
、
す
ぐ
近
く
に
毎

年
訪
れ
る
同
郷
人
を
、
首
を
長
く

し
な
が
ら
待
って
い
る
の
で
し
ょ
う
。

文
化
振
興
係
長　

眞
保
昌
弘

う
ぶ
ご
え

（
氏
　
名
）（
父
母
の
名
）（
住
所
）

青
木
　
海か
い

登と

　
渉

　
　
　
馬
　
頭

　
　
　
　
　
　
由
樹

佐
藤
　
莉り

亜あ

　
洋
一

　
　
馬
　
頭

　
　
　
　
　
　
亜
希
子

岡
　
　
渓け
い

人と

　
裕
之

　
　
小
　
口

　
　
　
　
　
　
美
恵

吉
田
　
琴こ
と

葉は

　
那
之

　
　
小
　
口

　
　
　
　
　
　
里
菜

岸
　
　
雄ゆ

う

翔と

　
祐
輔

　
　
久
那
瀬

　
　
　
　
　
　
千
尋

渡
邊
　
龍り
ゅ
う

紅く

　
誠

　
　
　
松
　
野

　
　
　
　
　
　
直
美

渡
邊
　
開か

い

斗と

　
政
行

　
　
小
　
川

　
　
　
　
　
　
友
美

秋
山
　
剛つ

よ

志し

　
光
義

　
　
高
　
岡

　
　
　
　
　
　
由
紀

10月1日現在の人口
（住民基本台帳）

	　男　	 9,388 人（＋		6	）
	　女　	 9,331 人（－ 13）
	　計　18,719 人（－		7	）
	世帯数		6,129　			（＋		4	）

（　）内は前月との比較

お
く
や
み
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名
）　
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年
齢
）  （
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）

塩
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榮
子　
（
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又

星　

福
三
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（
94
）　

久
那
瀬

成
田　

キ
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）　

富　

山

北
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未
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）　

盛　

泉

戸
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ミ
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）　
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泉

野
口　

ト
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）　
大
山
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下
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小
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カ
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（
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）　
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砂

檜
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リ
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）　

小　

川

森
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政
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静
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（
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）　

東
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春
子　
（
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）　

薬　

利

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　

8
月
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日
〜
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月
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日

　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

「Kosuna

」
っ
て
ど
こ
？

　

こ
の
英
文
は
大
金
彦
三
郎
、
藤

田
重
衛
門
・
半
三
郎
父
子
と
共
に

水
戸
徳
川
家
九
代
藩
主
斉
昭
か
ら

藩
内
殖
産
の
命
を
受
け
小
砂
窯
を

興
し
た
藤
田
半
平
が
製
作
し
た
壺

の
解
説
文
で
す
。
世
界
中
の
美
術

品
を
集
め
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ボ
ス

ト
ン
美
術
館
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

_A
nsei san nen

・
・（
あ
ん
せ
い 

さ
ん 

ね
ん
・
・
）
以
下
に
ロ
ー
マ
字

が
混
じ
り
、「
下
野
国
小
砂　

安

政
三
（
１
８
５
６
）
年
、
下
野
国

那
須
郡
小
砂
村
に
お
い
て
之
を
作

る
。
モ
ー
ス・カ
タ
ロ
グ
１
３
４
９『
四

方
壺
』
陶
器　

小
砂
焼
」
と
訳
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ボ
ス
ト
ン
と
い
え
ば
ア
メ
リ
カ

で
最
も
歴
史
の
古
い
街
の
一つ
で
、

松
坂
大
輔
投
手
が
活
躍
す
る
メ

ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
・
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス
の

本
拠
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。
那

珂
川
町
と
20
年
に
も
及
ぶ
姉
妹
都

市
交
流
に
よ
り
毎
年
中
学
高
校
生

が
派
遣
さ
れ
る
ホ
ー
ス
ヘッ
ズ
村
か

ら
西
へ
４
０
０
ｋｍ
の
位
置
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
美
術
館
は
日
本
美
術

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
有
名
で
、
小
中

学
校
の
社
会
科
歴
史
資
料
や
美
術

の
教
科
書
に
多
数
写
真
が
紹
介
さ

れ
、
今
年
も
上
野
の
国
立
博
物
館

で
里
帰
り
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

Ｑ
：
な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
に
は
日
本
の

美
術
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
？

Ａ
：
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
、

維
新
と
呼
ば
れ
る
激
し
い
政
治
、

社
会
、
文
化
の
欧
風
化
の
中
で
日

本
人
が
古
来
の
価
値
観
を
見
失
い
、

教
養
深
い
外
国
人
達
が
美
術
や
文

化
的
優
品
を
次
々
と
自
国
へ
持
ち

帰
って
いっ
た
か
ら
な
の
で
す
。

小砂焼　四方壺  松

Sh imotsuke  Prov ince , 
Kosuna,   _Ansei san nen,
　Shimotsuke no kuni 
nasu-gori　Kosuna-mura 
ni oite kore wo tsukuru.         
[date]1854.”Morse
Cat#:1349『Square bottle』 
Ceramic ; Kosuna ware

「森林整備と原木安定供給に関す
るシンポジウム２」を開催します

　昨年に続き、森林整備と原木安定
供給に関するシンポジウムを開催い
たします。
　今回は、森林資源を活用したバイ
オマスによる地域活性化を考えてま
いります。ぜひ、ご参加ください。
日時　10月31日(水)
　　午後1時30分～4時45分（予定）
場所　馬頭総合福祉センター 集会室
内容　
・第一部　基調講演「バイオマス利
　活用による循環型社会づくり」
・第二部　パネルディスカッション
「森林資源（製材からバイオマス）を
活用した地域おこしを探る２」（仮題）
参加費　無料
問い合わせ 企画財政課企画調整係

☎0287－92－1114

演奏会日時　12月9日（日）
　午後1時開場・午後1時30分開演
会場　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
入場料　無料（整理券が必要）
申込方法　往復はがきに郵便番号、
住所、氏名、電話番号を記入のうえ、
申込先あてに申し込んでください。
申込締切　11月26日（月）（当日
消印有効）定員を超えた場合は抽選
となります。
申込先　〒324-0501那須郡那珂川
町小川2814－１（生涯学習課内）
問い合わせ
「那珂川町第九を歌う会」事務局　
☎0287－92－5687（益子）
☎0287－92－2473（吉成）
☎0287－96－2116（生涯学習課）

日時　11月10日（土）
　　　午前9時30分～午後3時
場所　喜連川社会復帰促進センター
内容　・施設見学
・刑務所作業製品の展示即売
・矯正教育を紹介するパネル展示
・各種イベント、模擬店、バザー
問い合わせ　

喜連川社会復帰促進センター
　☎028－686－3111

　平成25年度に進学予定の方を対
象に、月額貸与奨学生、入学一時金
奨学生及び東京学生寮入寮者を募集
します。
募集期間　
　10月1日（月）～11月15日（木）
願書配布先　県内各中学校、高等学
校、町教育委員会
※お願い　
　栃木県育英会では、奨学金の貸付
原資となる善意の寄付金を募集して
います。寄付金の振り込み書等につ
いては、お住まいの町教育委員会、
県内足利銀行の各支店に設置してあ
ります。
問い合わせ　栃木県育英会事務局

　　　☎028－623－3459
（ホームページ）
http://www16.ocn.ne.jp/~tochiiku/

日時　11月20日（火）
　　　午前10時～12時30分
場所　栃木県聾学校
内容　授業及び施設設備等自由見学
申込方法　FAX又は電話で直接お申
し込みください。
申込締切　11月9日（金）
申し込み・問い合わせ
栃木県盲学校 ☎028－622－3910

　 　FAX028－624－6887

　平成25年度にホンモロコの養殖
を始めたいと思っている方に、事業
費の一部を補助します。
対象者　町内に住所を有する方
補助金額：事業費の１／２以内
　　　　 （30万円を限度）
申込締切　11月15日（木）
問い合わせ　農林振興課

☎0287－92－1113

　第1回21世紀成年者縦断調査が
11月7日に実施されます。
　対象者のお宅に、県知事発行の身
分証明書を携帯した調査員が調査の
お願に伺いますので、ご協力をお願
いします。
問い合わせ　県健康増進課

　☎028－623－3095

　平成24年度栃木県民スポーツ・
レクリェーションフェスティバル
（とちまるフェスタ）が平成24年
10月～平成25年2月に栃木県内の
14市町で開催され、那珂川町では
３Ｂ体操の栃木県交流会が開催され
ます。
日時　10月27日（土）
　　　午後1時～3時
会場　町総合体育館
内容　一般参加者と３Ｂ体操協会会
　　　員による交流会
その他　
・当日は運動のできる服装でご参加
　ください。
・体育館履きをお持ちの方はご持参
　ください。
問い合わせ　

（公社）日本３Ｂ体操協会栃木県支部
田中裕子　　☎028－635－0397
菊田槇佐子　☎028－584－7076

ホンモロコ養殖事業者募集
のお知らせ

第4回きつれがわ矯正展
開催のお知らせ

栃木県育英会からのお知らせ

栃木県聾学校
学校公開のご案内

「森林整備と原木安定供給に関す
るシンポジウム２」を開催します

「那珂川町第九を歌う会」
演奏会の整理券を発行します

第1回21世紀成年者縦断調査
の実施について

第12回３Ｂ体操栃木県支部
交流会開催のお知らせ

◎不正軽油に関する情報をお寄せください。
・不正軽油とは、軽油取引税の脱税を目的に、

軽油代替燃料として灯油や重油を混和するな
どして使用するものです。

・不正軽油に関わる者はすべて罰則の対象とな
ります。

　問い合わせ　宇都宮県税事務所
☎028―626―3178　

10月は不正軽油撲滅月間です。

お知らせ
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秋季特別展

【会　　期】　後期10月19日(金)
　　　　　　	　　　～11月18日(日)

【休 館 日】　毎週月曜日（祝日除く）、
　　　　　　	祝日の翌日

【開館時間】　午前9時30分より午後5時まで	
　　　　　　　（但し入館は4時30分まで）

【入　館　料】　大　人　700円（630円）
	　　　　　　高・大学生　400円（360円）
　　　　　　※（	）は20名以上の団体料金。

　歌川広重は生涯に20種類以
上の東海道シリーズを描いていま
す。作品の種類は宿場や街道の
名所を描いた作品もあれば、大判
一枚を上下二段に分け上部に街
道の風景と下部に美人を描いた

シリーズ、一枚の中に何種類かの風景を入れた張
はり

交
まぜ

絵
え

や双六など多
種多様です。広重がはじめて東海道シリーズを描いたのは天保４年
頃に出版した「保永堂版東海道」です。この作品についてはいままで
様々な評価がされてきましたが、それらをまとめてみると、東海道は
江戸から京まで約500㎞で、この距離を二週間かけて歩く旅ですが、
広重は春夏秋冬の季節や天候（雪、雨、霧、晴天、曇り等）や日時（朝、
昼、晩）などを作品中に加え、単純な宿場の景観図をひとつひとつ魅
力のある風景画として描きました。55枚の全ての作品を見てみると
初めの日本橋は穏やかな旅立ちですが、途中風雨などに遭い旅の厳
しさを味わいながら最後の京の三条大橋では再び穏やかな晴天にな
ります。広重は55枚をひとつの物語のように演出し旅の厳しさや楽し
さを描きました。
　今回紹介する作品は「東海道五十三次細見図会」（大判　村鉄
版）です。このシリーズは現在「日本橋」から「箱根」までの１１枚が確
認されています。展覧会ではこの内「小田原」までの１０枚を展示して
います。
　図の「日本橋　品川へ二里」は大判を縦にした構図で上部に日本橋
から品川までの俯

ふ

瞰
かん

図
ず

、下部に５人の「道中風俗」が描かれています。
「田舎道者	江戸見物」と書かれ、男性は３人、女性は２人の旅姿です。
　伊勢参りの帰りに大都会の江戸を見物している最中のようです。
手前の女性は笠に「大嶌村」、最後尾の男性笠には「大吉村」の文字
が見え両掛けした荷物は４人分の旅道具が入っているのでしょう。全
員金剛杖を持ち、草履、パッチまたは脚

きゃ

絆
はん

、ゴザ、笠などの旅姿です。
上部は手前に「日本橋」から「札の辻」、に行き「増上寺」、「あたご」
「三田はちまん」に寄り「田町」、「大木戸」では泉岳寺、「高輪」では
「大仏」を見物し「八ツ山」（品川宿）までのルートが記されています。

馬頭広重美術館	館長　市川信也

「東海道五十三次細見図会　日本橋」
（川崎・砂子の里資料館蔵）

第85回

ミニギャラリー  平成23年度　那珂川町観光写真コンテスト
受賞作品

広重と東海道展 ―保永堂版東海道・竪絵東海道を中心に―

あなたの作品をここに出展し
てみませんか？
絵画、写真、絵手紙、手芸な
どの作品をお待ちしておりま
す。
申込み・問合せ…企画財政課
☎０２８７―９２―１１１４

26

入選「紅に染まる」
林佐智子さん（那須塩原市）

10月19日（金）
10月20日（土）
午後1時30分～

美術館無料開放日
ミュージアムトーク

入
選
「
照
紅
葉
」

山
岸
修
一
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）


